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麻
績
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学
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〈
転
入
〉

滝
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松
本
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立
寿
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学
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よ
り

小
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よ
り

神
田　

幸
穂　

飯
田
市
立
上
郷

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

〈
転
出
〉

栗
林　

麻
美　

山
ノ
内
町
立
東

　
　
　
　
　
　

小
学
校
へ

小
林　
　

修　

白
馬
村
立
白
馬

　
　
　
　
　
　

南
小
学
校
へ

〈
退
職
〉

臼
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〈
新
規
採
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小
林　

大
茂

宮
下　
　

藍

筑
北
中
学
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〈
転
入
〉

青
木
健
太
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長
野
市
立
裾
花

　
　
　
　
　
　

中
学
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よ
り

古
畑
由
紀
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県
立
稲
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山
養
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学
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よ
り

山
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杏
菜　

天
龍
村
立
天
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小
学
校
よ
り

小
林　

祐
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松
本
市
立
波
田

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

中
島　

景
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中
野
立
志
館
高

　
　
　
　
　
　

校
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
本
務
校 

聖
南 

　
　
　
　
　
　

中
学
校
）

〈
転
出
〉

峰
田
由
紀
子　

松
本
市
立
鎌
田

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

宮
尾　

由
紀　

県
立
長
野
養
護

　
　
　
　
　
　

学
校
へ

関　
　

り
え　

県
立
松
本
盲
学

　
　
　
　
　
　

校
へ

森　
　

涼
子　

安
曇
野
市
立
明

　
　
　
　
　
　

南
小
学
校
へ

徳
竹　

夏
生　

駒
ケ
根
市
立
東

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

　
　
　
　
　
　
（
本
務
校 

聖
南

　
　
　
　
　
　

中
学
校
）

〈
退
職
〉

倉
科　
　

黎

塚
原　

明
水

峯
村　

裕
子

宮
下　

豊
美

〈
新
規
採
用
〉

桐
山　

眞
一

佐
藤
絵
梨
奈

伊
藤　

里
奈

区　
　

長　
（
数
字
は

世
帯
数
）

（
四
月
一
日
現
在
）

女
渕
砂
原　

木
藤
岡　

忠　

24

野　
　

口　

玉
井　

健
仁　

29

下
井
堀
西　

峯
村　

智
晴　

39

下
井
堀
東　

塚
田　

重
次　

24

矢　
　

倉　

小
山　

敏
雄　

26

叶
里
高
畑　

葦
澤　

芳
博　

39

天　
　

王　

神
戸　

敦
子　

70

根　
　

尾　

宮
下　

勝
利　

15

坊　
　

平　

宮
沢　

修
二　

20

北　
　

山　

宮
澤　
　

章　

8

上
町
西　

葦
沢　

時
夫　

23

上
町
東　

臼
井　

孝
夫　

34

中　
　

町　

萬
井　

範
夫　

48

明
治
町　

飯
森　

友
和　

105

本　
　

町　

加
瀬　

浩
明　

76

宮　
　

本　

宮
下　

正
博　

47

梶　
　

浦　

宮
下　

隆
志　

32

市
野
川　

桐
山　

眞
一　

51

　

聖　
　

青
木　

益
男　

28

野
間
桑
関　

田
中　

信
之　

6

　

高　
　

宇
都
宮
史
昭　

24

桑
山
中
央　

市
ノ
瀬
淳
一　

35

西
之
久
保　

柳
澤　

潤
一　

19

和
合
下
田　

続
麻　
　

充　

33

中
芝
小
東　

上
村　

義
則　

20

野
田
沢　

瀧
澤　

長
利　

26

上
井
堀　

飯
森
希
佐
保　

52

丸　
　

山　

坂
口　

庄
司　

48

分
館
長

女
渕
砂
原　

桐
山　

欣
也

野　
　

口　

宮
田　

雅
夫

下
井
堀　

峯
村　

賢
治

矢　
　

倉　

嶋
田　
　

勝

叶
里
高
畑　

小
口　

利
博

天　
　

王　

塚
原　
　

律

西
麻
績　

宮
下　

勝
利

上　
　

町　

伊
藤　

幸
則

▲猟友会展示物に子どもたちも
　興味津々

▲ 4 /10 麻績小学校交通安全
　教室
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史
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桑
山
中
央　

江
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大
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西
之
久
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塚
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和
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和
合
下
田　
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芳
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団
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佐
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佳
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明
治
町

副
団
長　

宮
川　
　

修　宮　

本　

（
団
員
数
）

本　

部　

長　

長
浦　

喬
司
32

　

副
本
部
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飯
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英
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副
本
部
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第
一
分
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宮
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雅
人
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友
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績
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Ａ
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Ｔ
Ａ

会　

長　

池
田
由
美
子天　

王　

副
会
長　

髙
野　

智
弘中　

町　

副
会
長　

飯
森　

恵
美上

井
堀　

麻
績
保
育
園
保
護
者
会

会　

長　

毛
利　

裕
子明

治
町　

副
会
長　

宮
川　

磨
弥宮　

本　

副
会
長　

山
田　

綾
乃本　

町　

会　

計　

宮
下　

悠
紀根　

尾　

地
区
育
成
会
長

下
井
堀　
　

藤
澤　

美
月

叶
里
高
畑
天
王　
　

菊
池
由
紀
子

上　
　

町　
　

飯
森　

千
恵

中　
　

町　
　

市
川　

佳
奈

明
治
町　
　

塚
原　

大
輔

本　
　

町　
　

丸
山　

夏
美

宮　
　

本　
　

宮
下
め
ぐ
み

市
野
川　
　

久
保
田
信
機

桑
山
中
央　
　

井
上
愛
友
美

西
之
久
保　
　

伊
藤　
　

快

和
合
下
田　
　

飯
森　

和
樹

中
芝
小
東　
　

和
栗
由
利
子

野
田
沢　
　

花
岡　

良
子

上
井
堀　
　

飯
森　

佑
理

丸　
　

山　
　

坂
口　

曜
子

青
少
年
育
成
推
進
員

塚
原　

賢
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公
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関
係
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委
員

　

兼
公
民
館
運
営
審
議
委
員

塚
原　

利
彦　
　

議
会
代
表

伊
藤　

尊
夫　
　

小
学
校
長

臼
井　

伸
明　
　

中
学
校
長

宮
入　

宜
文　

Ｊ
Ａ
支
所
長

塚
原　

茂
樹

民
生
児
童
委
員
代
表　

宮
尾　
　

隆　
　

商
工
会
長

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

塚
原　

正
樹　
　
　

野
田
沢

〈
新
任
〉

桐
山　

ち
か

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

〈
退
任
〉

丸
山　

知
美

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

栁
原
直
穂
美　
　
　

叶　

里

清
水　
　

深　
　
　

明
治
町

宮
川　
　

修　
　
　

宮　

本

加
藤　

梓
介　
　
　

天　

王

　

館
報
編
集
委
員

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

▲4/6 春の全国交通安全運動 
　街頭啓発

▲4/7 市野川神社春季祈願祭

髙
野　

羊
子　
　
　
　

高

山
田
ひ
か
り　
　
　

本　

町

白
木　

和
真　
　
　

半
在
家

　

公
民
館
行
事
の
予
定

●
第
一
回
ふ
れ
す
ぽ

日
時　

五
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　
　

午
前
九
時
か
ら

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ

講
師　

麻
績
村

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

会
場　

麻
績
村
体
育
館

●
第
二
回
麻
績
学
級

日
時　

六
月
二
十
日
（
木
）

　
　
　

午
後
二
時
か
ら

内
容　

防
災
の
話

講
師　

信
州
大
学

会
場　

麻
績
村
地
域

　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー

●
第
二
回
ふ
れ
す
ぽ

日
時　

六
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　

午
前
九
時
か
ら

内
容　

ス
ポ
レ
ッ
ク

講
師　

麻
績
村

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

会
場　

麻
績
小
学
校
体
育
館

※
人
事
異
動
の
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
四
月
二
十
五
日
現

在
で
確
認
で
き
て
い
る
方
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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思
い
返
す
と

自
分
で
使
う
パ

ソ
コ
ン
を
十
五

年
程
、
買
っ
て

い
な
い
こ
と
に

気
が
付
い
た
。

　

そ
れ
と
い
う

の
も
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
機
能
や
ア
プ
リ
が

進
歩
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず
に
音
楽

を
聴
く
、
写
真
の
撮
影
、
文
書

の
作
成
、
本
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
読
書
や
動
画
の
視
聴
と
い

っ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
マ
イ

ナ
保
険
証
、
買
い
物
の
際
に
は

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
、
世
界
中
へ

向
け
て
情
報
発
信
ま
で
で
き
て

し
ま
う
。

　

し
か
し
、
便
利
な
反
面
、
悪

用
さ
れ
た
時
の
影
響
も
大
き
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
本
体
を
そ
の

辺
に
は
置
か
ず
、
自
分
し
か
分

か
ら
な
い
パ
ス
ワ
ー
ド
を
か
け
、

目
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
き
、
知

ら
な
い
ア
プ
リ
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

何
気
な
く
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
し
の
生
活
に
は
戻
れ
な
い

だ
ろ
う
自
分
に
気
が
付
い
た
。

聖 風山

一
学
年
担
任
　
伊
藤
　
未
波 

先
生

校
　
　
　
長
　
伊
藤
　
尊
夫 

先
生

※
実
際
の
並
び
順
と
は
異
な
り
ま
す

夢いっぱい新一年生
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と
を
す
る
の
か
な
？
」
と
目
を

キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
こ
と
も
一
年
生
に
と

っ
て
は
初
め
て
の
経
験
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
キ
ラ
キ

ラ
し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
上
級
生

と
も
遊
ん
だ
り
、
交
流
し
た
り

し
て
、
小
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
か
わ

い
い
十
四
人
、
入
学
お
め
で
と

う
！筑

北
中
学
校

　

生
徒
会
に
入
会
し
て

一
年
　
岩
永
　
康
介

　

僕
た
ち
新
入
生
は
、
四
月
四

日
の
入
学
式
か
ら
筑
北
中
学
校

の
生
徒
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩

方
の
よ
う
な
、
筑
北
中
学
校
の

生
徒
会
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
の
児
童
会
の
活
動
や

行
事
は
、
か
な
り
先
生
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
生
徒
会
に
な
る
と
、

「
自
分
た
ち
だ
け
で
進
め
て
い

く
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

麻
績
小
学
校

　

十
四
人
の
一
年
生
が
入
学
し

て
き
ま
し
た
。
入
学
式
は
緊
張

し
た
顔
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た

が
、
翌
日
か
ら
は
元
気
い
っ
ぱ

い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
登
校
し

て
き
ま
し
た
。
外
遊
び
が
大
好

き
で
、
休
み
時
間
の
後
に
は
、

毎
回
「
暑
い
～
」
と
言
い
な
が

ら
薄
着
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

最
初
の
一
週
間
は
小
学
校
の

生
活
に
慣
れ
る
こ
と
に
精
一
杯

な
様
子
で
し
た
が
、
初
め
て
の

こ
と
に
い
つ
も
わ
く
わ
く
し
て

い
て
、「
明
日
か
ら
算
数
が
始

ま
る
！
」「
図
工
は
ど
ん
な
こ

　

中
学
校
に
入
学
し
て

一
年
　
宮
下
　
結
愛

　

こ
の
三
月
、
私
た
ち
六
名
は
、

麻
績
小
学
校
を
卒
業
し
、
今
日
、

中
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
、
筑
北

中
学
校
の
一
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
の
中
学
校
体
験

で
は
、
先
輩
方
が
と
て
も
や
さ

し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
多
く

の
こ
と
を
て
い
ね
い
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
そ

れ
ま
で
感
じ
て
い
た
小
学
校
を

離
れ
る
寂
し
さ
や
、
中
学
校
進

学
へ
の
不
安
な
気
持
ち
が
消
え

て
い
き
、
と
て
も
楽
し
み
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
新
し
い
制
服
に
袖

を
通
し
て
、
私
は
今
緊
張
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

中
学
校
で
の
生
活
や
学
習
に
、

改
め
て
期
待
と
や
る
気
が
、
心

の
中
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
三
年
間
の
中
学
校
生
活

で
、
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、

先
生
や
親
に
言
わ
れ
て
か
ら
行

動
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

今
日
か
ら
私
は
中
学
生
に
な
り

ま
す
。
筑
北
中
学
校
の
生
徒
と

し
て
、
自
分
の
行
動
に
責
任
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

中
学
校
の
先
生
方
、
先
輩
方
、

来
賓
の
方
々
、
私
た
ち
の
こ
と

を
温
か
く
、
そ
し
て
時
に
は
厳

し
く
ご
指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
入
学
式
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

　

こ
れ
か
ら

始
ま
る
生
徒

会
の
活
動
に

不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
ど

ん
な
こ
と
が

待
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と

い
う
期
待
も

あ
り
、
と
て

も
楽
し
み
で

す
。
小
学
校

で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、

先
輩
方
を
お

手
本
に
し
て

生
徒
会
の
活

動
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
、

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
徒
会
入
会
式
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

▲ドキドキの一年生

▲桜の下で笑顔満開

▲期待とやる気と緊張と

▲新生活のスタート
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石
川
県
輪
島
市
の
被
災

　

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て

　

令
和
六
年
四
月
か
ら
公
民
館

主
事
と
な
り
ま
し
た
堀
内
勝
と

申
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

異
動
前
は
防
災
担
当
を
し
て

お
り
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地

震
で
被
災
し
た
方
々
の
支
援
の

た
め
派
遣
さ
れ
た
体
験
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

輪
島
市
の
輪
島
高
校
避
難
所

運
営
支
援
に
つ
い
て
二
月
十
九

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
防
災
担

当
と
し
て
、
安
曇
野
市
職
員
二

名
と
生
坂
村
職
員
一
名
の
計
四

名
の
チ
ー
ム
で
活
動
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
震
災
か
ら
一
か
月
半

が
経
過
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
渋
滞
も
な
く
心
配
し
て

い
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
輪
島
市

へ
到
着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

道
路
の
復
旧
は
進
ん
で
い
る
も

の
、
損
傷
が
激
し
く
、
能
越
自

動
車
道
は
輪
島
市
方
面
へ
向
か

う
一
方
通
行
で
し
た
。

　

日
本
航
空
大
学
校
内
の
テ
ン

ト
で
一
泊
し
、
高
校
ま
で
の
車

の
運
転
で
気
に
な
っ
た
の
が
、

看
板
や
電
柱
の
多
く
が
傾
い
て

い
て
、
平
衡
感
覚
が
お
か
し
く

な
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に

襲
わ
れ
、
ま
た
本
瓦
の
古
い
家

屋
の
多
く
が
潰
れ
て
お
り
、
市

内
に
入
る
ほ
ど
悲
惨
な
状
況
で

し
た
。
高
校
に
到
着
後
、
歩
い

て
高
校
近
く
を
回
る
と
、
家
屋

以
外
に
石
畳
は
剥
げ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
は
隆
起
し
、
傾
い
た
ビ

ル
が
手
付
か
ず
で
残
っ
て
お
り
、

市
内
に
い
る
と
は
思
え
な
い
光

景
で
し
た
。
執
筆
し
て
い
る
現

在
も
、
ま
だ
仮
設
住
宅
を
建
設

中
の
状
況
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
片
付
け
る
に
は
、
建
物
倒
壊

に
よ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

相
当
な
時
間
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
す
。

　

避
難
所
支
援
の
内
容
は
、
主

に
被
災
さ
れ
た
方
々
の
配
膳
や
、

何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
の
見
守

り
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
当

時
の
高
校
の
校
舎
は
、
被
災
し

た
小
中
学
校
の
臨
時
的
な
学
校

と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
は
、
隣
接
す
る
体

育
館
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

昼
間
は
輪
島
市
職
員
が
交
代
で

常
駐
し
て
お
り
、
大
阪
市
が
循

環
式
の
シ
ャ
ワ
ー
支
援
、
駒
ケ

根
市
に
本
部
事
務
局
が
あ
る
青

年
海
外
協
力
協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ａ
）
の
方
々
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
し
た
。
館
内
は
約
八
十
名
が

三
区
画
に
分
か
れ
、
段
ボ
ー
ル

で
仕
切
き
ら
れ
た
最
低
限
度
の

生
活
空
間
を
確
保
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
大
変
な
生
活
を
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
少
し
前
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
流
行
し
て
お
り
、

こ
れ
だ
け
密
集
し
て
い
る
と
感

染
リ
ス
ク
も
相
当
高
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
一
日

▲能登自動車道は、所々で崩落した道
　路の隣に仮設道路が造られていた

▲地震により道路は剥げ、傾い
　た電柱や建物

▲前月号の紙面の都合で掲載できなかった上井堀地区に所蔵されて
　いた明治十三年九月十七日の「奉納角力願」写し

　次月号から「相撲と麻績の事跡」の続きを再開します。
［寄稿］信濃史学会会員　飯森忠幸　

▲市内の古い本瓦葺きや高層の建物
　の多くが倒壊

▲段ボールで仕切られた生活空間

で
も
早
く
元
の
生
活
の
戻
れ
る

よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
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雑
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

図
書
館
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
種

類
を
四
月
か
ら
一
部
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
入
っ
た
三
冊
を
紹
介

し
ま
す
。

「＆
P
rem
ium

　
（
ア
ン
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
）」

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
よ
り
良
き

日
々
」。
そ
の
た
め
の
好
奇
心

や
行
動
意
欲
、
消
費
意
欲
は
き

ち
ん
と
も
っ
て
い
る
。
衣
、
食
、

住
、
そ
し
て
カ
ル
チ
ャ
ー
、
そ

れ
ぞ
れ
に
自
分
な
り
の
選
び
方

が
あ
る
。
そ
ん
な
大
人
た
ち
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
雑
誌
で

す
。

「B
E-P
A
L

（
ビ
ー
パ
ル
）」

「
自
然
と
友
達
に
な
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
季
節
に
合
わ
せ
た
ア

ウ
ト
ド
ア
情
報
や
新
し
い
ア
ウ

ト
ド
ア
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

遊
び
情
報
が
満
載
の
雑
誌
で
す
。

「
婦
人
公
論
」

や
っ
て
み
る
こ
と
」
等
、
人
間

と
し
て
の
生
き
方
ま
で
も
示
唆

し
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
行

動
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
興

味
を
も
っ
て
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

大
谷
選
手
か
ら
子
ど
も
達
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
き
み
な
ら
、

な
ん
だ
っ
て
で
き
る
！
」

　

是
非
、
心
に
止
め
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

▲手形並べ、うわー。大きい！

マガジンハウス

小学館

世界文化

中央公論新社

　

人
間
関
係
、
生
き
方
、
夫
婦

関
係
、
嫁
姑
問
題
、
老
後
の
悩

み
の
解
決
の
糸
口
に
！
あ
な
た

の
人
生
に
寄
り
添
う
雑
誌
で
す
。

　

す
べ
て
月
刊
誌
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

「LD
K

」・「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」・

「
き
ょ
う
の
健
康
」
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
年
を
経

過
し
た
雑
誌
は
、
か
り
ん
文
庫

Ⅱ
に
し
ば
ら
く
置
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
み
図
書
館
二
十
周
年
の

　

お
知
ら
せ

　

来
る
六
月
一
日
に
図
書
館
は

二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

　

日
頃
の
ご
利
用
ご
協
力
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

期
間
中
ご
来
館
の
方
に
先
着

で
お
み
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト 

ー
ト
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

新
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
発
行

　

こ
の
二
十
周
年
を
機
に
、
図

書
館
の
利
用
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
し
ま
す
。
現
在
利
用

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
も
、
ご

希
望
が
あ
れ
ば
新
デ
ザ
イ
ン
に

変
更
で
き
ま
す
。

　

お
披
露
目
は
、
六
月
八
日
の

イ
ベ
ン
ト
当
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

二
十
周
年
記
念
写
真
展

　

図
書
館
の
歴
史
を
振
り
返
る

写
真
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

開
館
当
時
の
懐
か
し
い
写
真

や
近
年
の
行
事
を
展
示
予
定
で

す
。

　

上
半
期
予
定

・
二
十
周
年
記
念
写
真
展

　
六
月
一
日
（
土
）

　
　
〜
七
月
二
十
七
日
（
土
）

・
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
贈
呈
式

　
六
月
二
十
七
日
（
木
）

・
書
架
耐
震
工
事
休
館

　
七
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
〜
八
月
二
日
（
金
）

・
稲
葉
真
莉
絵
氏
絵
画
展

　
八
月
中
旬
〜
九
月

・
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
贈
呈
式

　
九
月
十
八
日
（
水
）

　
※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合 

　
　
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
績
小
学
校
図
書
館
だ
よ
り

　

昨
年
度
、「
野
球
し
よ
う

ぜ
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、

全
国
す
べ
て
の
小
学
校
に
グ
ロ 

ー
ブ
を
贈
っ
た
大
谷
翔
平
選
手

の
絵
本
を
授
業
で
紹
介
し
ま
し

た
。

　

八
歳
で
野
球
を
始
め
、
ど
う

し
た
ら
上
手
に
な
る
か
考
え
な

が
ら
、
毎
日
ノ
ー
ト
に
書
い
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
少
年
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
Ｗ
Ｂ

Ｃ
で
の
名
言
「
憧
れ
る
の
を
や

め
ま
し
ょ
う
！
」
や
「
大
事
な

の
は
、
何
事
も
勇
気
を
も
っ
て

来館者数	 276人
貸出冊数	 971冊
ご来館ありがとう
ございます。

３月の図書館
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ご
冥
福
を
祈
る

宮
下
つ
ず
く　

100
歳　

梶　

浦

宮
下
ち
か
江　

80
歳　

上　

町

市
川　

祥
介　

83
歳　

下　

田

市
川
多
智
子　

89
歳　

市
野
川

臼
井
真
智
子　

57
歳　

上　

町

　

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

　

採
用
資
格
試
験
（
上
級
）

　

来
年
四
月
に
採
用
予
定
の
松

本
広
域
連
合
消
防
職
員
採
用
資

格
試
験
（
上
級
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
八
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
（
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
）

●
第
一
次
試
験

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

①
日
程

　

令
和
六
年
六
月
二
十
三
日（
日
）

②
場
所

　

教
養
試
験

　

松
本
市
役
所
波
田
支
所

　
（
松
本
市
波
田
四
四
一
七-

一
）

　

体
力
試
験

　

松
本
市
波
田
体
育
館

　
（
松
本
市
波
田
一
〇
〇
九
八-

一
）

●
申
込
期
間
（
※
必
着
）

　

令
和
六
年
五
月
三
十
日（
木
）

か
ら
六
月
七
日（
金
）ま
で

　

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
窓
口

持
参
ま
た
は
、
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
郵
送
の

場
合
は
、
事
故
防
止
の
た
め
、

必
ず
、
簡
易
書
留
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
試
験
案
内
・
申
込
用
紙

　

松
本
広
域
連
合
及
び
松
本
広

域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
希
望
の
方
は
、
一
四
〇

円
切
手
を
貼
付
し
、
送
付
先

の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た

角
型
二
号
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
う
え
、
赤
字
で
「
試

験
案
内
希
望
」
と
明
記
し
て
、

お
早
め
に
、
次
の
宛
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
請
求
先

　

〒
三
九
〇-

一
四
〇
一

　

長
野
県
松
本
市
波
田
四
四
一 

　

七
番
地
一　

松
本
市
役
所

　

波
田
支
所
四
階

　

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務 

　

課

　

電
話　

八
七-

五
四
六
〇

※
試
験
案
内
は
松
本
広
域
連
合

及
び
松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

松
本
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、https://w

w
w

.m
-kouiki.or.jp

松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、http://w

w
w

.m
-kouiki1

1
9

.

jp/m
atsu/M

atsuS
erv

　

麻
績
消
防
署
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　

麻
績
村
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
、

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
は
お
持
ち
で

す
か
？

　

農
機
具
な
ど
へ
の
給
油
に
使

用
さ
れ
、
農
家
の
方
々
に
と
っ

て
は
身
近
で
便
利
な
道
具
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
危
険

の
高
い
恐
ろ
し
い
道
具
へ
と
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
く

安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
「
四

つ
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

一
、【
火
気
厳
禁
】

　

ガ
ソ
リ
ン
か
ら
は
目
に
は
見

え
な
い
可
燃
性
蒸
気
と
い
う
も

の
が
発
生
し
て
お
り
、
近
く
に

火
源
が
あ
る
と
簡
単
に
引
火
、

爆
発
し
ま
す
。
た
ば
こ
は
消
し
、

機
械
の
エ
ン
ジ
ン
は
切
り
ま
し

ょ
う
。

二
、【
換
気
を
し
よ
う
】

　

気
付
か
ぬ
う
ち
に
可
燃
性
蒸

気
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
機

具
へ
の
詰
め
替
え
は
風
通
し
の

良
い
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

三
、【
日
陰
で
保
管
】

　

直
射
日
光
に
よ
り
携
行
缶
が

熱
せ
ら
れ
、
可
燃
性
蒸
気
が
噴

き
出
し
ま
す
。
日
陰
で
保
管 

し
、
使
用
前
に
は
エ
ア
抜
き
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

四
、【
ポ
リ
容
器
禁
止
】

　

ポ
リ
容
器
は
静
電
気
が
た
ま

る
た
め
放
電
し
て
火
災
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。「
試
験
確
認
済

証
」
の
つ
い
た
金
属
製
の
携
行

缶
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
危
険
物
安
全
週
間
」

　

令
和
六
年
六
月
二
日
（
日
）

か
ら
六
月
八
日
（
土
）
ま
で

▲ 4/3 麻績保育園入園式


